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参男
画女
社共
会同

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
⑦

「
企
業
に
お
け
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
は
、
男
性
も
含
め
た
社
員
全
体

に
と
っ
て
も
良
い
労
働
環
境
を
整

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

企
業
が
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

に
取
り
組
む
利
点
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

○ 

従
業
員
の
満
足
度
や
仕
事
へ
の

意
欲
の
向
上

○
生
産
性
や
売
り
上
げ
の
向
上

○ 

従
業
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進

○
企
業
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
の
向
上

○
優
秀
な
人
材
の
確
保
（
採
用
）

○
コ
ス
ト
削
減
（
残
業
代
な
ど
）

会
社
全
体
で
意
識
改
革
を
す
る

こ
と
で
、
従
業
員
が
主
体
性
を
も

っ
て
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
効
率
化

の
結
果
得
ら
れ
た
成
果
を
社
員
に

還
元
す
る
（
効
率
的
な
業
務
遂
行

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
時
間
」
を

社
員
に
還
元
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
充
実
に
使
う
）
こ
と
こ
そ
が
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
・
充
実
そ
の

も
の
に
な
る
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

「
誰
に
食
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
ん
だ
!
!
」
と
殴
る
ふ
り
を
し

た
り
、
物
に
当
た
っ
た
り
…
。

実
際
に
は
暴
力
さ
れ
て
な
い
し
、

相
手
を
怒
ら
せ
る
私
が
悪
い
の
か

し
ら
?

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
も
し

か
し
て
、
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
。

夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
密
な
間
柄

で
行
わ
れ
る
暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
夫

婦
げ
ん
か
」、「
カ
ッ
プ
ル
の
問
題

で
あ
っ
て
他
人
が
口
出
し
す
る
こ

と
で
は
な
い
」
な
ど
と
、
た
び
た

び
見
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
が
我
慢
す
る
こ
と
で
、

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
D
V
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相

談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
中
で
も
、

高
齢
の
消
費
者
に
対
す
る
長
期
契

約
の
相
談
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

期
間
の
定
め
が
あ
る
契
約
は
、

消
費
者
の
都
合
で
一
方
的
に
解
約

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
を
す
る
前
に
慎
重
に
考
え
、

必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

高
額
な
景
品
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元

に
な
り
や
す
い
た
め
、
受
け
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
が
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
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児
山
城
は
、
約
7
0
0
年
前
に
、

多
功
・
上
三
川
城
と
と
も
に
宇
都

宮
城
の
南
方
を
守
る
た
め
築
城
さ

れ
約
4
0
0
年
前
ま
で
存
続
し
ま

し
た
。

現
在
も
本
丸
跡
を
中
心
と
し
て

堀
や
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
す
。

城
郭
の
歴
史
は
、
宇
都
宮
氏
一

族
の
多
功
宗
朝
の
子
朝
定
が
築
城

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
定

は
児
山
氏
を
称
し
児
山
城
も
宇
都

宮
城
の
南
を
守
る
支
城
と
し
て
重

要
な
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。
永
禄

元
年
（
１
５
５
８
）
に
越
後
の
上

杉
謙
信
は
下
野
に
攻
め
込
み
、
宇

都
宮
城
を
攻
め
る
の
に
先
駆
け
て

支
城
の
多
功
城
を
攻
撃
し
ま
し
た
。

多
功
城
主
の
多
功
長
朝
を
救
援
す

る
た
め
児
山
兼
朝
も
宇
都
宮
一
門

と
と
も
に
多
功
城
の
援
軍
に
赴
き

総
勢
２
千
の
兵
力
で
上
杉
勢
を
退

け
ま
し
た
。

し
か
し
、
宇
都
宮
勢
の
損
失
も

多
く
児
山
兼
朝
も
活
躍
の
末
に
討

死
し
た
た
め
児
山
氏
は
滅
び
児
山

城
も
廃
城
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

児
山
城
址
は
石
橋
駅
の
北
西
１

キ
ロ
半
の
行
程
に
あ
り
ま
す
。
グ

リ
ム
の
森
か
ら
西
へ
行
く
と
交
差

点
に
城
址
へ
の
道
標
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
地
図
上
で
は
児
山
城
主

の
菩
提
寺
で
あ
る
華
蔵
寺
の
左
上

一
帯
が
城
址
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

入
口
に
は
城
址
碑
が
あ
り
案
内

板
や
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
周
辺
は
農
地
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
主
郭
周
辺
を
中
心
に
と
て
も

良
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
山
城
址
は
廃
城
当
時

の
姿
を
良
く
伝
え
お
り
、
雨
続
き

の
日
な
ど
は
水
堀
の
景
観
を
成
す

よ
う
で
す
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
せ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

新
聞
の
訪
問
販
売
ト
ラ

ブ
ル
…
長
期
契
約
に
気

を
つ
け
て

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　


